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いぶきの森のきのこ1993～2001

「いぶきの森」は，明石市東部の海岸線から北

東7～8kmほどに位置した面積約20haのコナ

ラを主とした雑木林です．標高は100m前後で，

地質的には洪積台地と思われます．

1993年，西神南ニュータウンの町開きにあわせ

て，遊歩道などが整備されました．

コナラ以外の落葉高木としては，クリ，クヌギ，

ヤマザクラ，カエデ（人為的に植えられたもの）

など，常緑高木では，ヤマモモ，アラカン，ソヨ

ゴ，ヤブツバキなどが見られます．アカマツは一

部に生えているだけです．低木では，ヒサカキや

コバノミツバツツジ，モチツツジなど，草本類は

ササの仲間とコシダが多く生えています．

この「いぶきの森」が他の森林と違う点は，年

に2回ほど下草刈りが行われるという点です．こ

れにより，林内，特に地表付近の風通しが良くな

るためか，菌根菌の発生が多いように思われます．

実際，テンブタケ科，ベニタケ科，イグチ類が良

く見つかります．菌根菌は樹木の生育を助ける働

きをもつので∴下草刈りは，結果としてそこの森

林を守り，育てることに役立っているといえるで

しょう．

一万，10年ほどの間に3度も山火事が発生し，

森の一部が焼失してしまいました．タバコのポイ

捨てやゴミの投棄などは，絶対にやめてもらいた

い．そして，いつまでもみんなが自然とふれあえ

る豊かな森であり続けるように，守っていきたい

ものです．

［発生量の表記について］

・（多）は，いぶきの森にて多く発生する種類で

す．1シーズンの発生量が普通程度でも，毎年見

られるものは，この中に含めました．

・（普）は，普通に見られる種類です．1シーズ

ンの発生量がやや少なめでも，毎年見られるもの

は，この中に含まれています．

ただし，発生量は，気象条件や林内の環境の変

化で変わるものですので，これらの表記について

は，参考程度にみていただいた万がよいでしょう．

［調査対象地域の範囲について］
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・ここでは，「いぶきの森」の林内だけでなく，

隣接する田畑や近隣の公園内に発生するきのこも

記載しました．＊のついているものは，林内以外

のこれらの場所だけで確認された種類です．

［学名の表記について］

・学名については，次の文献を主に使用しました．

山渓フィールドブックス　きのこ　3版，山渓

カラー名鑑　日本のきのこ　初版，原色日本新菌

類図鑑（Ⅰ）　保育社　初版，原色日本新菌類図

鑑（Ⅱ）　保育社　初版，他

〈いぶきの森のきのこリスト〉

1．スエヒロタケ　Sc巌Z坤妙J〝椚CO研∽〟〝g（普）

2．7カヤマタケ　　　　勒卯草加co乃わα（普）

3．ヤケノアカヤマタケ

触りゐgco〝fcαf．Cαγ∂0〃αrfα

4．ベニヤマタケ　　　　　　　勒卯り毎coccわ柁α

5．ミズゴケノハナ　　　物許0印加coccわ7gOCγg乃αね

6．ペニヒガサ　　　　　　物0秒わgCα〝肋α柁JJ〟5

7．ハタケンメジヲ　　　　　句中毎JJ〝∽deCαSfgs？

8．ヤケノンメジ　　　匂坤毎JJ〟刑α〝肋mC（画才山肌

9．ヒメムラサキシメジ　　　　　Cαわリムβわ如dgs

lO．ウラムラサキ　　　エαccαrfαα∽g物′5わα（普）

11．オオキツネタケ　　　　エαccαγα鋸coわγ（普）

12．キツネタケ　　　　　　エαccαγ才αJαccαね（普）

13．カレバキツネタケ

エαccαγfα〃わ7αCgOα〃gJJα乃βα（普）

14．コカブイヌシメジ　　　　　　0才わり∂gノ鹿川〃5

15．ムラサキンメジ　　　　　　　　　上申fsfα〃祝血

16．コムラサキンメジ　　　　　　上申fSbSOγdfdα

17．ハタンメジ　　　　　　　　　　ム¢なおかわα

18．ナラタケモドキ　Aγ∽ブ肋rggJJαわあggCe乃5（普）

19．ナラタケ

20．ヒナノ　ヒガサ

21．クリイロムクエタケ

22．コザラミノシメジ

23．ツブェノンメジ

24．アマタケ

25．モリノカレバタケ

26．ワサビカレバタケ

Aγ∽fJJαγfgJJα∽gJJeα（普）

Ggγ和〝g∽αカム〟用（普）

北J川）（1・∫J／（J山川川川／∫＊

AJ（イ（〃川ん・J′（t（J川（イ〝Jr〃（、〟

⊥l存J〟〃りJ川。〟ⅣJ・川（、かご

C叫南川叫‰邪

Co勒鋸αdり坤桁α

Co勒鋸α如γ0乃αα



27．シイタケ

28．ヒロヒダタケ

んリJJ山川J（Jぐ（わrJ（－∫

（九血判M椚☆〃（7♪J叫ゆ恒〃rJ

29．ンワホウライタケア

ル払mS∽才〟SJg〃gfJJgα乃〝5？（普）

30．オオホウライタケ　　　　ル弛れ75椚わィ5∽α滋∽〟5

31．シバフタケア　　　　　　肋γα5∽わ‘50作αdgSP＊

32．スジオチバタケ　　ル払mg∽わィS♪〝ゆ〟柁05才rfαf〟5

33．ハナオチバタケ　肋mS∽わィS♪〃Jcゐ卯か5（普）

34．ニオイアンナガタケ　　　　勿Cg〃αα珊瑚がαJ〃α

35．サクラタケ　　　　　　　　　　　几勿ceのα♪〟用

36．ウスキテングタケ　　　　　A研α〝ブね併用椚αね

37．テンブタケ　　　　A〝α乃如　α〝肋gγわα（多）

38．カバイロツルタケ

A〝7α加わ〃昭わ7αぬvar．舟加（多）

39．アカノ、テンブタケ　　　　A〝Zα如才αわタ智fsfγ才αね

40．タマゴタケモドキ　　　A∽α如才α5〟毎〟〝ヴ㍑fJJgα

41．コタマゴテングタケA〝α〃ねCわγわαVar．Cgfrわ7α

42．ンロコクマゴテングタケ

A〝7α加わcfJrわ7αVar．α胎α

43．クロコタマゴテングタケ

A桝α〝ねCか〃αVar．節′‡5gα

44．コテンブタケモドキ

A〝α乃わかβ〟d坤のや妙γα（多）

45．コテンブタケモドキ？

46．ドクツルタケ

47．ガンタケ

48．へビキノコモドキ

49．7クロツルタケ

50．シロテングタケ

51．シ／ロオニタケ

．4川（川〟〟か川（頼りタがりTJ〟？

（柄が灰色を帯びたもの）

A椚α〃ね〃γOSα（多）

▲4川〟J再rJJて′わ（－∫（・ぐ〃5

．4川（川J血中JJS〟（・（－〝

A仙川前日扉川血

A∽α〝血刀gOO〃0才dgα（多）

d〃Jf川南JイJかJ川／（おご

52．ササク　レシロオニタグ

A〝α〃ねco如rff．γ05g0わ乃Cね（普）

53．オオオ二テングタケ　　A用例扇ねgm〝dfcαゆα

54．タマンロオニタケ　　A研α加わα∂γゆわ（普）

55．チャヌメリカラカサタケ　ア

56．ウラベ二ガサ

57．ペニヒダタケ

58．ヒメペニヒダタケア

」い川〟。（仙gJわ（7げ槻JP

J〃仁〝∫〟什〃中仙J

f仇†九一JJ∫Jぐ（川／JJ〃∫

JYJJJtWJJJr〃川∫？

59．オオシ／ロカラカサタケ

αわγ坤妙肋∽仰帥d加S（普）＊

60．コガネキヌカラカサタケ

エ紺COC坤γ才〝〟5抽加α㍑∽ダブ（普）＊

61．キツネノハナガサ　ム紬COCqprg乃㍑5ノ吻fJfssg∽〝5
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62．ザラエノハラタケ4卵γわ〟ざ∫〝∂γ〝J涼∫Cg〝5（普）

63・シロオオハラタケ　　　　　4卵rfc〝5αγ〃g乃5才5

64．ウスキモリノカサ4卵γ才C㍑Sα∂γ噌Jf∂〟胎㍑S（多）

65．ナカグロモリノカサ

4狩γfc〝5♪用gCJα柁Sq〟α∽05〟S（多）

66．シロヒメカラカサタケ

67．クリイロカラカサタケ

68．ワタカラカサタケ

69．クロヒメカラカサタケ

70．キツネノカラカサ

71．コガネタケ

ムー函血（1g〃川

ん函〟〟。郁血≠冊

ん函）JrJ（、恒）（－りん血〝

ん函叫／i′∫（t／（・申

ん函け〟（、止血血＊

習仙－りJゆり山〝〟八一rJ

72・ヒトヨタケ　　Cqpγわ7㍑5αJm∽g如αγわJS（普）

73・クズヒトヨタケ　　　　C坤rf犯〝S♪αわ加地γdf

74．コップヒメヒガサヒトヨタケ

C坤γわ㍑5わわCゆα㍑S＊

75・コキララタケ　　　　　　　　G　γγわ〟5mαdα柁5

76・ムジナタケ　　　　　　乃α物γgJJα〃gJ加わ7α

77・イタチタケ　　fなα〟ひ柁JJαCα乃血JJgα乃α（普）

78・ムササピタケ　　　　乃α動作JJα♪才bJ的γ椚ブ5

79・アシナガイタチタケ乃α動作JJα坤αdfcg聯′fSgα

80・ヤケノヒメイタチタケ　　乃α物作JJ吋β乃〝αね

81．センボンサイギョウガサ

凸ムり〝ぐり／旧封品旭仙而旧＊

82・キコガサタケ　　　G）乃0りみgJαCfgα（普）＊

83・ハタケコガサタケ　　　　仇乃0秒∂g触fJgg＊

84ノ、タケキノコ　　　ノ弛γPW毎sg∽わγ鋸C〟αγfs＊

85・ニガクリタケ　Abg∽αわわ∽αカ5Cfc〟Jα柁（普）

86．ヌメリスギタケモドキ　　　邦oJわねα㍑rf〃gJJα

87・ハナガサタケア　　　　創oJわ如月α粥川α乃57

88・シロトマヤタケ　　　血呵加灘噸砂地（多）

89・クロトマヤタケ　　　　　　　九叩∂eJαCgm

90．ササクレキヌハダトマヤタケ？

九0秒鮎妨イgJα？（多）

91・クロトマヤタケモドキヲ　九0り∂gcわ7Cg〃〝αお7

92・オオキヌハダトマヤタケ　血画勅諭勧め

93・カブラアセタケ　　　　J”0秒わβαSfgγ哩Drα

94・キヌノ＼ダニセトマヤタケ　劫0印加Cり50Cγ0α

95・血叩加sp．（中型の血叫加，しばしば傘中央

付近と周辺とで，色等が二分する）（多）

96・劫叩∂gsp．（やや大型の血叩加，傘は少し平

らなまんじゅう形で，肉質はかたい）

97．ヒメワカフサタヶ月袖gわ∽α5αccゐαγわJg乃5（普）

98．コップオオワカフサタケ？

〃ぐ毎／√川“（′‘JJ∫JJJ／擁／iげ肋ソ二川ん・J■。ゆり′JJM川？

99．マルミノフウセンタケ　Co〟わ7αrg㍑5α〃0刑αJ〝5

100．ムラサキアブランメジモドキ
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rり／宥JJ／けJ●JJJJr／／（り・

101．ササタヶ　　　　　　月gr∽0秒∂gcわ川α∽0椚βα

102．ミドリスギタケ　　　q′∽邦画bSαgγ相加OS〟5

103．ヒメアジロガサモドキ　　Gαkγ邦α如血oJ正ゆ5

104．クリゲノチャヒラタケ

C頑fdof〟5∂αdわ伽ccos〟5

105．キヌモミウラタヶ　　　月如d坤毎JJ㍑55gγfcg〃〝5

106．ウスキモミウラモドキ　斤如d坤砂地∫0跳ね乃5ね

107．トガリ　ウラベニタケ　ア

〟／川（Jり♪恒〃〃封J川わ（・刷ん・J付？

108．クサウラベニタケ

〟／仙／り／中的nJ・／仙／り／吊…∫　ト

109．ウラベニホティシメジ　属伽動物肋肌Ⅷ頑呵

110．オウギクケ　　　　　　　　Go〝ゆ巌血路γ05g㍑5

111．クリイロイグチ　（みγ坤0γ〝SCαSfα〃β㍑S（普）

112．ヌメリイグチ　　　　　　　　　　　5㍑fJJ㍑SJ〟fg〟5

113．チチアワタケ　　　5〃肋5g用乃〝Jα血S（普）

114．7ミタケ　　　　　　　5〃fJJ〟5み0扉〃〝5（普）

115．キヒダタケ　　　　　　　　勒JJ坤0γ〃5∂gJJ〟5

116．7ワタケ　　　　　　　j存mCO∽〝SS〝鋸0粥川わざα5

117．ヒメウグイスイブチ　　タ㍑J〃gγ0∂oJgJ〟5〃わ′fdgs

l18．キイロイグチ　　　　　乃助川油壷奴川抑釧摘

119．ヤマドリタケモドキβoJeJ〟5γgffc〝JαJ〟5（普）

120．ムラサキヤマドリタヶ　月oJgJ〟SがわJαCg頑JSC〟5

121．ミドリ二ガイグチ7　　　　7ケJ呼fJ〝5〃グγg〝S？

122．ウラグロニガイグチ　　　　乃埴祓飢戒矧お

123．ブドウ二ガイグチP

rlイり声JJJ∫JイJM∫（かJ川′J川5？

（暗紫色～紫褐色のもの）

124．オクヤマニガイグチヲ　　　乃頓才bS痩川S？

125．キニガイグチ　　　　　　　御物撤減助成

126．コオニイブチ　　　　5わⅥ如わ〝ひCgSSg椚g乃〝血5

127，クリカワヤンヤイブチ

．lJ／J／川／りイー／J付．甘・JH／古　い

128．ヤシャイグチ

129．キクバナイグチ

130．アヤメイグチヲ

131．セイタカイブチ

132．アンナガイグチ

133．べ二イブチ

134．二七ク　ロハツ

135．ツギハギハツ

136．オキナクサハツ

137．クサノ＼ツ

138．チギレハッタケ　ア

139．カワリノ、ソ

．47は仙／）りん両津J∫吋）川てJ∫

βoJgJgJbSg∽Odg〃Sfs（多）

βりんイ‘仙∫（・7日二l・冊油川晶－∫？

βoJgfgJJ〟5γ〟55g桁f

βoJgJgJJ〟SeJαJ〝5（普）

丑／川／川再〟♪り〃ノー用

尺びSS〝JαS加わのなγZC（7乃5

月J′ござJJ／（Jfイりげ招一川J什りんJ／rJ

斤JJJJ〃／（JJr〃／∫

〟〃∫JJ†／〃木イ川∫

斤JJJJ〃んJ汀∫（、（／？

〟〃∫JJJんJ（二l…Jり，l－〟〃仙J
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140．カシタケ　ア

（表皮がはがしやすく，

い．秋に発生）

141．ニオイコベニタケ

142．アイタケ

143．ヒビワレンロハツ

144．キチャハツ

145．ドクベニタケ

146．ドクベニダマン

147．二ンキタケ

148．チシオハツ

149．ムラサキハッ　チ

150．ツチカプリ？

151．チチタケ

虎㍑SS〝JαSp．？

肉質堅く，辛味はな

月㍑SS〟Jα椚αγ才αg（多）

月〟SS〝Jα〃わ′gSCg乃5

〟J／ござJJ山（／J／）り（げ川んJ／rJ

〟J／JJJJんJJりJT〃イfJ

斤〝S∫〟Jαβ∽gJfcα（普）

〟JJJJJ／んJ川・りぐ〃J（血、（7

月〟55〟Jαα〟γβα

〟JJJJJJ／rJJrJ堀JJ／mJJイrJ

斤㍑55㍑Jααfγ坤㍑坤㍑γgα？

エαCねγわ路　か和〝S？

ん打JrJJイJJ∫JI（）JりJM∫

152．Lactariussp．（傘の直径10mm前後の，ヒロ

ハチチタケに色等が似たもの）

153．ヒロハウスズミチチタケ

エ〝（、／／JJイJJござ坤仲山JJ（弊J／JJ∫

154．チョウジチチタケ　　　　　　エαCねγわ疋　〟存〟5

155．⊥αCαγわ路Sp．（チョウジチチタケに似た淡黄

土色～淡橙黄色のもの）（多）

156．キチチタケ

157．キカラハツモドキ？

158．ハッタケ

159．トキイロラッパタケ

160．ヒナアンズタケ

161．7サタケ

162．カレユダタケモドキ

163．カ　ミ　ウロコタケ

164．キウロコタケ　ア

165．モミ　ジウロコタグ

166．ハナウロコタケ

んJ（・Jrげ／Jr∫（・Jり丁甜J・タイJ川ゴ

ムαCねγわ路ZO犯αγ〟5？

エrJCJrJメイJJ∫JJrJJ∫J〃山ん（－

い川仙川刷旧／JJ′川川川JJJ

GJ〃〃〟JJ・（肋は川川り・

拙・川ん川川坤丁（h

CJα〃〟Jf乃αγ喝OSα

上申ゐαγブαCれ755α

ゴ／（Ⅵ－…〃吊／刊再丑川？

一秒わあoJ〟5坤gcわあfJg

J什J・（、り♪ごねJり〃イ山川川J

167．ンロカノンタ　物血〃∽γゆα〝d〝∽Var．α胎〟椚

168．ヒトクチタケ

169．カワラタケ

170．クジラタケ

171．ニクウスバタケ

172．チャカイガラタケ

173，ミ　イロア　ミ　タケ

174．カイガラタケ

175．ヒイロタケ

176．ホウログタケ

177．ハカlノラタケ

178．ンハイタケ

179．ウズラタグ

180．ヒラフスベ

Cり少坤0γ〟Sが0ルαJ〟5

7’川〃ハイ（－ゴ汀／丁ん・りJりr

n・〟〃ハイ（－ゴ榊イ（Ⅵ加わS

CorわJ〟Sわγ紺fS

J）／Jf－rh／（－（小壷かィ。り／榊・

Jh（－（山J呵仙可加申〃川

ムリほJJgJ／）（イJJJJJM∫

Jl・（、川和川川）（、（、〃裾〃∫

／）rJH山／用（払、んJJJ∫J／

升晶吋両川坤前肛

71タイ（ソ汀J♪／…J川仙／／川川J

什JT〃J座りタイ〟り（、7日てJ川川

上αe軸0γ祝SS㍑帥〃γe祝5
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181．マンネンタケ　　　　　　Gα〝0虎γ∽αJ〟Cfゐ∽

182．コフキサルノコンカケCα〃0滋円形α（碑がα〃αJ〃∽

183．ニッケイタケ　　　　　　G）〟rfcfαCf〝〝α∽0∽gα

184．カワウソタケア　　　　　　劫0〃OJ〟S研才ゐα（わ才？

185．ツヤナンマンネンタケ乃′γ祓odgγ∽αざ純血fg乃5g

186．チャアナタケモドキ？」払油壷再附血血召

187．ダイダイタケ　　　　　　　用gJJわ7〝5∬g用邦ffc〝5

188．ツチブリ　　　ASJ用g〝5励棚わイC祝5（普）

189．ヒメカタンヨウロ

5（、／川）（んソ′川rJ〟／■（－りん〟〃川（普1＊

190．コツブタケ　　　　PfsoJ班〝Sめ紆わγ〟5（普）

191．エリマキツチブリ　　　　　　Cgα5γ〟椚γ砂わ∬

192．ヒメソチブリ　　　　　　　　　CgαSfr〟∽〝α乃〟椚

193．ヒメホコリタグ　　匂C坤どれわ〝鋸g椚αわ（多）

194．チビホコリタケ　　　　　匂叫励血吋購助仰

195．ホコリタケ（キツネノチャブクロ）

匂叫励血吋初地相（普）

196．キホコリタケ　　　　　匂明知励肌郎成∽刑

197．タヌキノチャブクロ　　カ′C坤g摘0刀如γ拘〃乃g

198．ノウタケ　　　　CαルαJαCγα刀的γ∽ゐ（多）

199．キツネノ　ロウソク　　　　　　　励め川SCα〝才〝〝5

200．スッポンタケ　　　　　　　用αJJ〝5才〝ゆ〝dfc〟5

201．チチショウロ　　　　　　　　ZgJJgm〝ひCgSSp．

202．ホンショウロ

203．ンロキクラゲ

204．ハナビラニカワタケ

205．ヒメキクラゲ

206．クロハナビラタケ

207．クロノポリリ　ュウタケ

月んfz噌0（わ乃hfeobS

TnリJJl仙舟けi〃≠心

71で〃J誹（りiJ／山。（・〟

且lイfJ山g／（川（J吊り∫〟

ん川－J扇（わJ亙／）・り梢か∫〟

丑イJ・（イ山んJ（W川）ゴ（－

208．クロアンボソノポリリュウタヶ　月bJ〃gJJαα加7

209・ナガエノチャワンタヶ　　月めど〃α∽αCγ坤〟5

210．チャコブタケ　　　　　　βαJ成乃ブαCO乃Cgがrfcα

〈あとがき〉

実際に発生しているキノコの種類は，ここに記

載しているものの数倍，あるいはそれ以上あるで

しょう．

私自身の未熱さから，名前のわからないものが

多数あるのか現実です．また，一人で，限られた

時間内に調べるにも限界があります．さらには，

私の個人的な関心から，ハラタケ類中心の調査と

なってしまっています．

今後はヒダナシタケ類や腹菌類，子嚢菌類など

も，もう少し詳しく調べてみたいと思っています．

（連絡先：神戸市西区井吹台東町1－2－卜7－1101）

日本の国技「大相撲」と大分県の特産品「椎茸」

佐　野　修　治

『感動した！痛みに耐えて，良く頑張った！』

満身創痍の身体で，劇的な優勝を果たした，横綱

貴乃花関におくった，小泉首相の単刀直入な言葉

が，今も耳に響いている．2002年の秋，大相撲九

州場所は，内幕優勝がモンゴル出身の朝青龍関，

十両優勝が韓国出身の春日王関，と外国人力士の

初の同時優勝だった．さて，新年の両国国技館で

の初場所は如何にP

ところで，優勝力士が土俵上で次々に手にする

品々の中に，自金色に輝く賜杯に負けずとも劣ら

ない，立派な形の大きな優勝カップ？があるのを

ご存知だろうか？そのカップの中身は，ギッシリ

詰った立派なく椎茸・シイタケ〉だ．

是非一度，実物を見てみたい…と永い間思って

いたが，機会は突然訪れた！全国を飛行機で飛び

廻っている仕事柄，各地の空港でも，時として思

わぬ出合いを得る事がある．2001年3月19日，大

分空港で人阪伊丹行きの最終便に搭乗する前に，

何時ものように我が家に手土産を探しに大分県特

産品コーナー（図1）に向かった時であった．思

わず「おっ？オォー　ト・！」と心の中で叫んでい

た．紅白のリボンで飾られた透明な器の中身はシ

イタケだった．あの！椎茸カップか？多分イベン

ト用のフェイク物だろうと近づいて見ると，頑丈

そうな竹細工で，適度に古びてはいるが遠慮がち

な竹独特の輝きが美しくところどころに手垢が付

いたような温かみの感じる艶がある．側には人分

県出身の大関，千代大海関が優勝した時の写真

ー　5　－
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図1　見事な竹細しのしいたげの優勝カップ

図2　大分県出身の大関千代大海関の優勝パネル

図3　狩生大輔氏一大分空港内大分県特産品売り場

（図2）が飾ってある．竹細工に興味津々，遠慮

がちに触れてみた，歴史を感じる！近くで接客を

していた青年（図3）に「これは本物ですか？」

と声を掛けると「その写真の…実物ですよ」と笑

顔で答えてくれた．

親切な青年の名は狩生大輔氏，大分県椎茸農業

協同組合，事業部直販課の方で，大分県特産品の

椎茸販売の接客をされていた．大阪伊丹国際空港

行きの最終便の搭乗時間が迫っていたが，最終案

内のアナウンスまでの十数分間の，慌しいミニ取

材を試みた．

見事な竹細工の椎茸カップの中身は極上の大分

椎茸で，8～10kgもの乾燥椎茸がギッシリと詰

っているとの事，その内容を市価に換算すると，

なんと14～15万円にもなるそうだ．当組合で所有

する竹細工カップはふたつあり，別府で制作され

たそうで，そのひとつの費用は30～40万円と高額

品だ！　因みに中身の椎茸は贈呈だが，竹細工の

カップは返却されて，年間六場所をふたつのカッ

プが順繰りに活躍する仕組みになっていた．

椎茸カップの周囲には，大分しいたげ・乾燥し

いたげの標示の元に，水煮椎茸（図3）や香信

（コウシン）・香薙（コウコ）・冬薙（ドンコ）な

どの乾燥椎茸（図4）が袋語にされ，きれいに並

んでいた．お礼の気持ちも含めてひと袋，我が家

のお土産に買い求めてから，急いで搭乗日の最後

尾に滑り込んだ．

その日から二ヵ月後，春欄漫の皐月，再び《大

分椎茸》　との出合いがあった．大分県唯一の大型

百貨店，TOKIWAデパートの催事場で，「さすが

大分！」と感心した椎茸料理《雪ん子寿司》（図

5）をご紹介する．

2001年2月21日，第14回きのこ料理コンクール

全国大会，最優秀賞・林野庁長官賞受賞！本匠村

生活改善グループ愛の里（図6）が見事に優勝し

た，日本一の逸品だ！　《雪ん子寿司》　と云う命

図4　冬茹・香信70g税込み530円一乾し椎茸コーナー

－　6　－
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図5　きのこ料理日本一！《雪ん子寿司》　5切れ350円

鞘鮎濾濾－

図6　本匠村生活改善グループ愛の里一出品コーナー

図7　大分の椎茸だから口に広がる深い味わい！

名もきれいで酒落ている．シャリの上の椎茸を被

っている白い半透明の食材が判らず尋ねると，宣

図8　本日の予定数量は完売致しました一残念無念

伝ボード（図7）を指差して解説してくれた．

『本匠村一面に雪が降って，大根を雪に見立てて

命名，2000年春の事です』との事，大根の薄切り

だったのだ．食べて見たかったが既に売り切れ

（図8）でタッチの差で先客が買い求めた最後の

1パック（図5）を，包装直前にお願いして撮影

させて頂いた．逃した一品は益々美味そうに見え

て・‥残念至極．

大分県には，大分きのこセンターの村上康明さ

んや大分きのこ会事務局長の波多野英治・敦子ご

夫婦が居られ，また，相良直彦先生も京都大学を

ご退官されてからは，郷里の大分のご実家でお過

ごしになる日が多いそうで，益々，大分県に親し

みが湧いて来た春だった．（2002年12月23日）

（連絡先：京都市上京区下長者町通裏之門西入ル

坤高町86－4）

橿原神宮境内林の夏のきのこ

第394回例会　橿原神宮菌類観察・採集会

日　時：2002年7月7日（日）暗

54名参加

場　所：奈良県橿原市橿原神官境内

（シイ・カシ林）

荒　井　　　滋

七夕の口，猛暑の中54名の参加で観察会が行わ

れた．今年は梅雨の雨が少ないことに加え，森が

切り開かれ駐車場が出来たり，枝が整理されたた

め林床が乾燥気味で例年に比べキノコの発生は芳

しくなく，とくに軟質菌は極端に少なかった（78

点）．

－　7　▼
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同定会が終了した後，近くの奈良県農業技術セ

ンター情報相談センター研修室を借りて，下野氏

を講師に同定を目的とした初心者のための顕微鏡

観察講習を実施した．希望者を対象とした企画で

あったが採集会に参加されたほとんどの人の参加

で盛会であった．どんな顕微鏡を買えば良いのか，

試薬は何を揃えたらよいのか等，熱心に聞かれる

万もあり，初めての試みであったが，今後もこの

ような機会をつくれたらなと思った．

また，同会場では冬虫夏草類を題材にした押し

花作品25点（中谷よし子・荒井悦子両氏作成）の

展示があり，参加者の関心を集めた．

採取晶リスト

1ウスヒラタケ

2　マツオウジ

3　カレバキツネタケ

4　キツネタケ属

5　オオツユタケ？

6　オオホウライタケ

7　ホウライタケ属

ソロホウライタケ属？

8　ダイダイガサ

9　テングタケ

10　ツルタケ

11カバイロツルタケ

12　コテングタケモドキ

PJ川J■（血ゴ♪JJJ川り〃／汀高∫

邦－（）J川信〃／JJ（画才川ゴ

ム仇・HJJイ〝JイJJ〟（・川（汀（イJfJ〃ぐ〟

エαccαγグαSp．

0〟dg∽α〝SfgJJαSp．（？）

八九′（JSJ扇〃5川〟∫／JJMS

ル払和α5　わわssp．又は

ル払用5∽fgJJ〟SSp．（P）

q・♪如才相川〝rJ中川J〟

▲4川〟JJ〟〟♪（川〃汀タイJJ〝

A．明が那加var．〃昭わ7αね

A．明が那加var．ル加

．4仙川〟〟♪5ぐJ〃J坤（〃pJりγ山

13キタマゴタケ　　A．hemibqphasubsp．javanica

14チャタマゴタケ　　A．hemibqf，hasubsp．similis

15　タマゴテンブタケモドキ　A〝α〝わわ智ねかαね

16へビキノコモドキ　　　　　A〝α〝お頭ねSαCgα

17　キリンタグP A椚α加わβ∬gkα（？）

18　ウスキモリノカサ近縁種　　　　4卿γgC㍑SSp．

19　ナカグロモリノカサ

．触JJイ川∫♪JT汀tJrm1叩J〃川MJJJ∫

20　ヒトヨタケ　　　　　　C呼γわ〟5α如才研g〃αγ払5

21イヌセンボンタケ　　　Cq函〝〟Sゐ5g刑わ7αJ〟5

22ナヨタケ属　　　　　　　　　　乃α〟ひγβ肋sp．

23イッボンシメジ属　　　　　　　E邦わわ∽αSp．

24　コオニイグチ　　　　Sγ0加わ〝叩CgSSe∽乃〝血5

25　7ワタケ　　　　　　　　滋γOCO〝7〝55〟あわ∽β乃わ5㍑5

26　ヤマドリタケモドキ　　　　　β0わ〝5γどわC㍑α㍑5

27　ムラサキヤマドリタヶ　月oJgJ〝S〃わJαCg頑イSC〝5

28　アメリカウラベニイロガワリ

29　ンロハツ

30　シロハツモドキ

31アカカバイロタケ

32　クサハツ

βoJeねfSS〟∂〃gJ〟坤gS

斤JJござJ†JrJr九イJ（、rJ

月㍑SS加わノ（ゆ0〃fcα

〟JJ∫JJJ山（、り〃小甘血

ガJ†ござJJ吋／i）（イ川∫

33クサノ＼ツモドキ

34　カワリハツ

35　チギレハッタケ

36　ニオイコベニタケ

37　アイタケ

38　7カアザベニタケ（仮称）

39　ヒビワレンロハツ

40　アンズタケ

41キウロコタケ

42　チャウロコタケ

43　タマチョ　レイタケ

44　7ミスギタケ

45　アングロタケ

46　ツヤウチワタケ

47　ツヤウチワタケモドキ

48　ヒラフスベ

49　ニッケイタケ

50　ヒイロタケ

51チリ　メ　ソタケ

52クジラタケ

53　カワラタケ

54　アラゲカワラタケ

55　ニクウスバタケ

56　シロハカワラタケ

57　ハカワラタケ

58　ウズラタケ

59　レンガタケ

60　マンネンタケ

61コフキサルノコシカケ

62　アズマタケ

63　キコブタケ

64　ツチグリ

65　ツチグリ近縁種

66　ヒメカタショウロ

67　コニセショウロ

68　ショウロダマン

69　二七ショウロ属

70　オニフスベ

71キクラゲ

斤JJ∫SJJJrJ／〟〃J・（）。り1JSJ

凡JJ∫JJJ〟（1…JOJ（川仇7

月〝55〟Jα〃g∫Cα

βJ′5ゴJJ山／）（イんJ

斤J†ござJJJfJJイJ■（－∫（、ぐ〃∫

凧憬甜血〃仙川／rJ／rJ

凡†ござJJJrJ〟〃）川〃1－りんJJrJ

CrJ〃肋〝ハイ／〃ゴCJわrJJイJJJ

SJ（・れ）〃川桁J・封〟廿川

SJgれ－〃〃日賦仇Ⅵ

凡恒）（げJJごねJJ，りTJS′り・

わ妙0γ〝SαγC〝αγわ路

わ妙0γ〟5　αd〝S

〃才Cγ坤0γ〝S〃gγ犯f頑，gS

〃fcγ呼0γ〟SS〟みq節乃fs

エαg痺0γ〟5〃β門毎，0γ〟S

Cり／什J（イ（J（・JJJ〃（〃〃（…汀（ノ

アl・（・JM♪いてJご用（、（・山川S

nT7仙イ（－Jlイ（騨川S

nlJ〃ハイ（－∫（〃イぐ〃山わざ

71℃〝柁わ5〃gγSわ0わγ

7Ⅶ〝柁わざ損得〟〝S

J4ノか川わくイ山ヱ（川（Jh

rJィ。最小J…Jけ／川柳J仙JJ

n′fcゐ（ゆJ〝∽わ的γ∽g

什J・り川か／イ〟り（ゾ椚JJ（－J什（J

〃（イ（ソ1JJ）fJJ／rJ高JJ／JJJJJ山タイ∫

Gr川川Jtリ・川rJ／J〃・J（わ川J

Gr川り（Jけ川（川仲J（川（JJ…JJ

九0乃Of〟SSp．（0乃乃fα〃αJJαね）

創β桁〃〝S断わγわJS

．心わⅥ川∫小宮／′〃肝〃イ川∫

ASfαβ〟SSp．

St、ん、mrJり■川狛〝細山仙川

5（、ん、rOrJり・川rJ／1肌・

S（、んり・り（ムソ・〃汀Jn〃■r〃（・り∫〃川

ScJgmdgγ∽αSp．

⊥〟川中／〟JJ伽り〃／nJ

．4JJ／イ（て†山タイ（J〟Jげ／（Ⅵ／〟

72　ナナフシテングノメンガイ

7ナんゾJ（画がJ／／ノ／川・‘／／んイ

73クロノポリリ　ュウタヶ　　　　　月bJ〃gJJαJαC〟〝05α

74トビンマセミタケ　CoゆCゆ5m椚05坤〃ルわ7αわ

75クモタケ　　　　　　　　　jⅥ）∽〟mgαα如才coJα

76マメザヤタケ　　　　　　」砂Jαγダα♪ゆ∽0坤ゐα

77マメザヤタケ近縁種　　　　　　」砂Jαγ才αSp．

78クロサイワイタケ属　　　　　　．砂JαrfαSp．

（連絡先：橿原市白檀町3－11－1－201）
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ブータン王国におけるキノコ調査

ブータンは小さな国ながら南北の標高差は

200mから7，000mに達し，自然破壊がほとんど

行われてこなかったため，手付かずの大森林が残

っています．森林相は，標高に応じて照葉樹林か

ら針葉樹林まで存在し，多種多様なキノコが棲息

していると期待できました．

標高3，000m以上のツガ単相林における調査

今回，標高3，00nm以上の針葉樹林帯において

キノコ調査を行い，その中には和名が当てはまる

キノコもたくさん見つけることができました．し

かし，キノコ相を良く観察すると，いろいろと考

えさせられることがありました．例えは　アカヤ

マドリとンモフリンメジといった，日本では同時

期には発生し得ないキノコや，ホンシメジ（コナ

ラやマツ・コナラの混生林）とオオツガタケ（ツ

ガ林）のように異なる環境で生えるキノコが，一

斉にツガの単相林に発生していたことは，非常に

興味があります．高地においては，最高気温のピー

クが年間を通じて，日本における秋くらいなので

はないでしょうか．そして最高気温のピークを過

ぎると，温度低下による刺激を受けて，さまざま

な子突体発生適温を持つキノコの栄養菌糸が一度

にキノコを作るのではないでしょうか．また，日

本においては様々な樹種と共生関係にあるキノコ

達が，みなツガという単一樹種に菌根を形成して

いる（と，考えられる）ことは，この地で種を保

存し，生き延びていくためにはキノコも共生相手

の樹種を選んでいる余裕はないと考えられるので

はないでしょ　うか．

ブータン国立マッシュルームセンターの見学

ここでは，野生キノコをホルマリン漬けの状態

で保管しています．ただし管理は十分なされてお

らず，また種の同定もほとんどできていませんで

した．しかし，ブータンという国にキノコセンター

なるものがあること自体に驚き，この国では昔か

らキノコを食べるという文化があり，それだけ人

々がキノコに関心を持っていることなのだと実感

しました．

多　田　有　人

保管されている標本の中には，マイタケ，ヤマ

ブシタケなどの木材腐朽歯も見受けられました．

おそらくは8月以降になると，標高3，000m以下

の照葉樹林帯にも秋が訪れ，こういった食用キノ

コが発生するものと考えられます．

標本の他に，毒キノコの写真を壁に貼り，警戒

を呼びかけていました．館長Dawa氏によると，

ニガクリタケの誤食によって，一家全員が死亡す

る事故も起きたそうです．

ブータン人とキノコとのかかわり

首都ティンプーの週末市場や，地方での小さな

市場を観察すると，いろいろな食用キノコが並ん

でいました．

トンビマイタケ，ウスヒラタケ，マツタケ

120Nu／kg，シモフリンメジ50Nu／kg，ショウ

ゲンジ40Nu／kg，アンズタケなど．（1Nu＝約

3円）

ブータンの食文化は，極言するとチーズと唐辛

子に代表されますが，ブータン人のキノコ料理方

法はただひとつ，どんなキノコに対してもチーズ

と一緒に煮込むだけです．

日本と同様，昔からブータン人は食用となるキ

ノコを習慣として知っていたようです．マツタケ

は市場に出されてはいましたが，輸出産業が行わ

れていた名残なのか高価なため，人々はあまり食

べないそうです．

考察

口本とブータンのキノコを見比べると，和名は

同じであっても（＝和名をつけたものの），若干

形質が異なるものが見受けられました．例えばッ

ガ林で収穫したマツタケは，日本のものよりは柄

が拙くまた香りがとても少なく感じました．一方，

青松林で発生したマツタケは，姿香り共に日本の

ものと類似していました．またショウゲンジも，

ひだの色が紫色を帯びており，日本のショウゲン

ジとは異なる特徴を有していました．これら菌根

菌は，日本自生のものとは遺伝的に異なるようで

す．

9　－
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図1　ブータン王国の地図

マッシュルームセンターに保管されていた標本

を見る限り，日本に自生しているキノコが他にも

数多くありそうでした．今後機会があれば，ブー

タンの照葉樹林帯に発生するキノコについても調

査を行いたいと思っています．以下に今回の調査

ルートと植生，及び観察できたキノコを記します．

ブータン王国キノコ調査結果（2003年7月18日～

7月25日）

（1）ウラ札　シソカル地方（Ura，Shingkhar）標

高3，000m以上

調査日時：2003年7月20日

植　相：ツガ林，下草植相はツツジ，ンヤクナゲ・

キノコ：マツタケ，ホンシメジ，シャカシメジ，

ハタケンメジ，ホウキタケ，キタマゴタ

ケ，モミタケ，ドクベニタケ，ヤマドリ

タケ，アカヤマドリ，カキシメジ，ンモ

フリンメジ，オオツガタケ，クロカワ，

べ二ハナイグチ，ウスタケ，ベニナギナ

タタケ，アシベニイブチ，アカハツ，オ

レンジホウキタケ？，イッボンシメジ

sp．，ニンギョウタケsp．，クラタケア，

ゴヨウイグチ？．

（2）ブムタン地方（Bumthang）標高2，800m付近

調査日時：2003年7月21日

植　相：マツ林．まだ夏の気候で，下草が茂って

いた．

キノコ：アミタケ，ベニハナイグチ，ツルタケ，

ミ　ミブサタケ，ナギナタタケ，ウスタケ，

ニガクリタケ，マツオウジ，ツユタケ，

ヒメべニテンブタケ，レンガタケ，イチ

ョウタケ，クサイロアカネタケ，カワリ

ハツ？，グロハツモドキ？，サルノコシ

カケsp・，トマヤタケsp・，カヤタケsp・，

オニイグチsp．，ベニタケsp．，クサハツ

Sp‥

国立林産研究所の裏山　標高2，800m付近

キノコ：カヤタケ，ンロハツ，オオキヌハダトマ

ヤタケ，クロズキンタケ，ゴヨウイグチ，

オオキツネタケ．

（3）ゲネカ村付近（Genekha）標高3，000m以上

調査日時：2003年7月23日

植　相：青松とカシの混生林．下草はンヤクナゲ，

ツツジ．

キノコ：マツタケ，チチアワタケ，ヌメリイグチ，

ヤマドリタケ，ベニハナイグチ，ハッタ

ケ，ドクベニタケ，ホテインメジ，ヒロ

ヒダタグ，ヒメベニテングタケ，ツルタ

ケ，マンネンタケ，ヌメリツバタケモド

キ，ツチスギタケ．

（4）チェレ峠；パロとハの間（Chelela；Paro，Ha）

標高4，000m以上

－10　－
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図2　ブ一一タンモ国のキノコ

（2003年7月20日，シソカル地方で撮影）

調査日時：7月24日

植　相：背丈の低い高山植物が主体．モミがちら

ほら．

図3　キノコを持つ少年

（2003年7月20円，ンンカル地方で撮影）

キノコ：非常に少なかったが，アカハツ，オニイ

グチを発見その他，キツネタケの仲間．

（連絡先：津市末広町1－9，岩出菌学研究所）

きのこの顕微鏡写真を撮る

「きのこ雑記」というWebサイト

（http：〟park16．wakwak．conV～fungi／）を開設して

既に6年目になります．かなり前から日々の菌類

観察メモをWeb形式（HTML）で自宅パソコン

の中に記録してきました．これはそのままブラウ

ザ（InternetExplorerとかNetscape）で見ること

ができて便利だからです．この一部を公開したも

のが「きのこ雑記」です．顕微鏡などによる観察

メモが中心です．

きのこは基本的には微生物です．外見だけで同

定するのほ困難なことがしばしばあります．では

顕微鏡を使えばすぐに同定できるのかというと，

そんなことは少しもありません．逆に顕微鏡で覗

いてしまったがゆえに，新たな疑問が次々に生じ

てくることのほうが多いのです．きのこ同定の基

本書ともいえる保育社「原色日本新菌類図鑑」の

検索表をみても，最初からヒダの組織が球形細胞

かどうか，胞子がどうかといった項目が並んでい

ます．

検索表などは全く使わずに，図鑑の写真などか

浅　井　郁　夫

ら種名を類推している方が多いと思います．しか

し，検索表を使えば，さらに楽に同定の手かかり

を得ることができます．また，検索表をたどるこ

とには謎解きのおもしろさもあります．気楽に顕

微鏡を覗き，そして検鏡画面を撮影することをや

ってみると，これまでとはまた違った，きのこの

楽しみ方ができるのではないでしょうか．

検鏡画面を撮影するというと難しそうに聞こえ

ます．従来のフイルムカメラでの撮影では確かに

そうでした．しかし，デジタルカメラ（以下デジ

カメ）を利用すれば簡単に撮影でき，楽しみの幅

も広がり，大幅な記録時間の短縮にも結びつきま

す．デジカメはフイルムカメラと違って気楽にい

くらでも撮影できます．また，家庭内電源を使え

ばコストはほとんどタダです．さらにデジカメで

あれば安い普及機でも撮影できます．特殊な撮影

装置はいりません．たいていの顕微鏡にデジカメ

を装着できます．何も三眼鏡筒をもった顕微鏡で

なくてもよいのです．しかも自然光でもそこそこ

の映像を得られます．

－11－
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でも，顕微鏡撮影に適したデジカメというのか

あることも確かです．たとえは　市販の接眼レン

ズへの取り付け専用アダプタ（以下アダプター）

を入手しやすいか，接眼レンズに固定したときの

操作性はよいか，焦点を無限遠に固定できるか，

リモート操作でシャッターを切れるか，といった

ことを考慮するとよいと思います．アダプタが無

くても接眼部にデジカメのレンズをくっつけてそ

のまま液晶画面で画像を確認してシャッターを切

ればよいのです．しかし，本格的に撮影をするな

らアダプタを使うと楽に写せます．アダプタにも

［デジカメ側の準備］

電池ではなく，ACアダプタ（100ボルト電源）を使う

カメラ側でなく，必ず顕微鏡側で焦点合わせをする

マニュアルモードにして，焦点を無限遠に設定する

感度はISOlOO以下にしてAUTOや高感度は避ける

露出モードはプログラムモードでも良好に写る

できれば絞り優先モードにして開放の状態にする

ホワイトバランスの修正はしばしば行う

記録サイズ・画質モードはなるべく最高にする

学術発表用などに使うならRAWモードが最適

いろいろありますが，デジカメによってはアダプ

タを使えないものもあります．

ここでちょっとしたデジカメでの顕微鏡写真振

影のコツといったものに触れておきたいと思いま

す．

知っておくとよいことがあります．顕微鏡での

焦点合わせのことです．撮影時に得られるのは客

観的焦点深度のみなので，肉眼視と同じようには

写りません．肉眼で検鏡するときは，主観的焦点

深度が客観的焦点深度を補います．人の臼の補正

能力です．しかし写兵撮影では，客観的焦点深度

［デジカメでの撮影］

¶‾　「

同一一記録媒体に複数種の撮影データを入れない

日常的に記録サイズ・画質モードは同一にして撮影

合焦しているかどうかは液晶画面で確認する

合焦部前後で沢山撮って後でよいものだけを残す

時に対物ミクロメータを各々のモードで撮影

焦点深度を考えていろいろな位閏で撮影する

組織は必ず低・中・高倍率で撮影しておく

ト

と

1
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比較的安価で有用
なデジカメアダプタ

、．∴
′　　　・

†■一・

L d一一一一・■一二

一二

（CooIPix専用）

表面に合焦（上）、輪郭に合焦（下）

表面付近に

合焦

113
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にしかピントが合いません．特に解像度や倍率を

高めて観察しようとすると，必然的に焦点深度は

浅くなります．

これらの知識などを具体的に解説した以下の

Webサイト（ホームページ）はとても有用です．

奥　修さんの八王子のきのこ「きのこノート」

http：〟park18．wakwak．comrfungiman／urayama／

一→デジタルカメラによる顕微鏡写真の撮影

→デジカメきのこ撮影と画像処理

観察結果をスケッチせずに，いつも撮影してば

かりいると，きれいな映像にこだわって観察がお

ろそかになりがちです．スケッチすることは，す

なわち詳細な観察をすることです．だから，特に

撮影のための撮影とならないよう注意が必要で

す．とくにデジカメの場合，コストが安いために

粗製濫造の写真に陥る危険があります．

これまで，デジカメで顕微鏡撮影をするにあた

って，色々な失敗を重ねてきましたが，思いつく

ままに，下にいくつか列挙しておきます．

（菌類懇話会　会員，連絡先：埼玉県川口市芝園

町3－14－309）

［いろいろな失敗経験］

無限遠に設定するのを忘れてしまった　→胞子サイズが何割か違ってくる

ホワイトバランスの修正を忘れた　－→自飛びやら，妙な色になる

バックアップをとらなかった　→致命的，すべての撮影画像が消失

アダプターネジ部の金属粉がレンズに付着　→ぼけたり，変なものが写っている

高倍率でしか撮影しなかった　→どこを写したのかわからなくなった

デジカメの記憶媒体の撮影データをうかっに初期化してしまった　→せっかくの写真がすべて消えてしまった

記録媒体の取扱ミスでデータすべてを失った　作業中にコンビュr∵ターの電源を落としてしまった

試料のコンタミ（汚染）に気づかず記録してしまった　→ピンセット，柄付き針などの取扱注意

アダプタの不具合を見落とした　→デジカメを落として壊してしまった

光量不足で映像がすべて真っ暗　→ときにはその場で撮影結果確認が必要

14　－
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里山のキノコの多様性

里山的景観は，様々な環境をモザイク状に含み，

生物多様性にとって重要な拠点である．しかし，

燃料革命以降，多くの里山が放棄され荒廃してい

る．現在，里山における生物多様性の調査が各地

で行われているが，キノコの調査例は少ない．樹

木の伐採の影響や，遷移段階によってキノコ相は

大きく変化することが知られており，里山が放棄

された以降の荒廃度を評価する材用としてキノコ

は適していると考えられる．そこで，筆者は，

2000年から石川県金沢市の金沢大学角問キャンパ

ス内の里山（以下，角間）を用いて，キノコの多

様性の調査を行い，里山のキノコの多様性と，キ

ノコ相から里山の状態を評価する試みを行ってい

る．滋賀県大津市の龍谷大学瀬田キャンパス内の

里山（以下，瀬田）でも生物調査が始まり，龍谷

大学ORCの協力を得て，2004年に金沢と瀬田の

里山で同じ調査法を用いて，キノコの多様性の比

較を行った．

ここでは，角間と瀬田のキノコ相と両地点のキ

ノコ相の違いとその要因について紹介する．なお，

本研究は行うに当たって，調査地の提供，調査ルー

トの設置など龍谷大学ORCの協力をえて行うこ

とができた．また，キノコの同定には，石川きの

こ会と関西菌類談話会の方々にご協力頂いた．こ

の場をお借りして深くお礼申し上げる．

方　法

1）調査地：石川県金沢市角間は75haのコナ

ラ・アベマキを中心とした二次林で，里山の

管理は25年前に放棄されたと言われている．

滋賀県大津市瀬田は39haのアカマツ・コナ

ラの二次林で，40年前に管理放棄されたと言

われている．

2）ルートセンサス：両地に調査ルート（約

1km，5m間隔）を設置し，ルート上に発生

したキノコの種と発生量を記録した．

3）調査期間：角間：2000年～2004年の5月～11

月，週2回程度．瀬田：2004年の6月～11月，

月1回．

4）パッチの定義：キノコのカウントには，パッ

赤　石　大　輔

チと言う概念を用いてカウントした．半径

50cmの円内にある同種のキノコの子実体を

子実体数に関係なく，1パッチとしてカウン

トした．木材上に発生したキノコは同じ材か

らの同種を1パッチとしてカウントした．

（図1参照）

直径1m

草生

背着生

図1　キノコのカウント方法

上図のように，パッチを定義して，様々な発生パター
ンのキノコを1パッチとした．散生するものは直径

1m内の子実体を1パッチとした．

結　果

1）キノコ相

角間では，216種3984パッチ，瀬田では76種327

パッチのキノコが観察された．両地点ともハラタ

ケ目のベニタケ科，テングタケ科，イグチ科など

が多く観察されたが，共通種は僅か8種であった．

ハラタケ目の中では角問ではべニタケ科のツギハ

ギハツが最も多く，瀬田ではベニタケ科のシロハ

ツモドキが最も多かった．また，角間の方が落葉

分解菌の割合（種数およびパッチ数）が高く，角

間では落葉が堆積し，土壌が肥沃化していること

が示唆された．

2）キノコの空間分布

ルートを100m間隔の区画に分けて分布様式を

見ると，菌根菌のうち，優占種は角間，瀬田どち

らも集中分布し，種ごとに発生場所が異なった．

－15　－
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角間では優占種のツギハギハツとコテンクタケモ

ドキが5年間ほぼ同じ地点から発生し，両種は排

他的に発生した．これら優古2樺の発牛場所は周

辺環境（樹木の胸高直径）との相関が見られた．

まとめ

角間と瀬田のキノコ相は人きく異なり，共通種

はわずか8種であった．また，角間の万が瀬田よ

りも腐生菌の割合が高かった．里山は利用されて

いる限り，人の手によって樹木の伐採や落葉・落

枝の回収が行われる．里山が放棄されたのが角間

では25年前で，瀬田では40年前と言われている．

角間でも以前はアカマツが優占した地点がある

が，現在はほとんど無くなり，調査ルート内では

倒木しか存在しない．瀬田ではコナラが増加しつ

つあるが，アカマツがまだ存在している．里山の

荒廃のスピードは，放棄からの時間経過以外に，

気候や隣接する森林環境なども関係しているので

はないかと考えられる．

里IUの状態とキノコ相の関係を観るために，今

後は，樹木本数，土壌の腐食屑の堆積度等を調査

していく予定である．

（連絡先：〒92（卜1192石川県金沢市角間町　金

沢大学大学院自然科学研究科　生態学講座中村研

究室，電話076－264－6211fax（）76－264－6212

E－mail：dakaishi＠stu．kanazawa－u．aC．jp）

松唾に生えるキノコの話

私は，1955年の秋に京都大学理学部附属植物園

のアカマツの樹下で松毯に生えているキノコを見

つけた．関西菌類談話会の創設者である濱田稔先

／恒こ師事する前であったが，面白いキノコもある

ものだと思って3回生用の大部屋に持ち帰り，先

生所蔵の前年6月に出版された川村清一著・原色

日本菌類図鑑第4巻（風間書房）でマツカサツユ

タケCol＆biaconなどna（Pers．）Bres．と同定した・

そして，先生のご指導でこの菌を胞子から分離し

て培養した．さらに翌秋には別の松毯に生えるキ

ノコを見つけて同じく第6巻でマツカサタケ

功励馴肌W血頑恒例Linn．と同定した・

私は，これらのキノコが松毯にしか生えないこ

とと柄の成長のパターンに興味を引かれた．キノ

コが松毯にしか生えないのは，松毯に何か特殊な

成長物質や子実体形成物質があるのではないかと

期待した．さらに，柄については，地中に比較的

深く埋もれた松毯から発生すると障害物を避けな

がら横や斜め上方向ににょろにょろと長く伸び，

一旦，光を感知すると垂直に成長するのではない

か，だから浅く埋まった松毯から生えた子尖体の

柄はほぼ垂直で短いのであろうと考えた．前記の

川村図鑑にも同博士の原色版口本菌類図鑑（人地

書院，1929）にもこの二つのタイプの柄が別記さ

萩　本　　　宏

れている．私が見た長い柄をもつキノコの傘は灰

褐色から黒褐色，短い柄の子‘夫体は淡黄褐色でな

んとなく色合いが違っていたが，発生深度による

違いと考えてこの菌を胞子から分離した．4回牛

になって応用植物学研究室に所属させて噴き，濱

田先生についたが，卒業論文研究の課題をどうす

るか先生に相談したところ，「今やっているので

ええやないか」と言Fにマツカサツユタケの研究

を続けるように言われた．しかし，電気冷蔵庫の

ない時代で暖かい季節には千実体の発生は望むべ

くもないが，期待した初冬にも発生せず，そのう

え，なんということか，その年の11月に発行され

た「今関六也・本郷次雄著　原色口本菌類図鑑

（保育社，1957）」にはマツカサツユタケはなく，

マツカサキノコモドキ［乃β〟do九才α払JαgSC㍑Jg〝ね

（Fr．）Sing．ssp．piniSing．］とこセマツカサシメジ

「二Baeo＊07un7yOSum（Fr．）Sing．」が記載されてい

た．本郷次雄先生にも長い柄のキノコはマツカサ

キノコモドキ，直立した短い柄のキノコは二七マ

ツカサンメジとご同定いただいた．困ったことに

胞子をいくつかの傘から分離したのでそのl巨体は

分からず，卒業研究は什）jなく“PhysiologiCal

StudiesinCol＆biaconなぞna（Pers．）Bres．”と題した

論文にしたが，なんとも後味が悪かった．そのう

16　【



マツカサタケ（傘のない千実体）

二七てツカサンメ　ン

マソカサキノコモトキ

え，先牛から卒論を短くして学会誌に投稿するよ

うに指示されて困惑し，結局うやむやで済まして

しまった．ちなみに，ホームページでもマツカサ

キノコと称する写真に二七マツカサシメジとおぼ

しきキノコが写っているものがある．

17
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大学院でも松塩に生えるキノコの研究を続ける

つもりでいたが，演出先生から先輩が副テーマと

して手掛けていたツクリタケ（マッシュルーム）

子実体の成長を制御するホルモンの研究をするよ

うに命ぜられた．人の手がついた研究は真っ平御

免であっただけでなく，先輩もテーマを手放すの

を非常に嫌がったが，結局，濱田先生のご指示に

従った．この研究については，それから5年間，

森本肇氏やご家族，森本義歯閑の皆さんに大変お

世話になった．他方，ツクリタケの研究のオフシー

ズンには，純粋培養で簡単に子実体はできるが，

傘ができないマツカサタケを副テーマにして傘形

成や傘再生などの実験を試みた．しかし，当時は

キノコ研究では職のない時代であったので別分野

の什事に就いた．それから38年後，2〔）00年6月末

に勤めを辞した機会に自宅でできる研究課題をい

ろいろ探した．昭和天皇のヒドロ虫類のご研究の

真似ではないが，誰も相手にしそうにない生物で，

従って他人の邪魔をせず，併せて，この点は陛下

とは違うが，他人からも邪魔されないという基準

で探してこの松毯に生える3種類のキノコの研究

を再開した．

松毯に生えるキノコは，今のところ，世界に5

種類が知られている．著者はこれらを松毯腐生葦

と総称しているが，マツカサキノコ「5－加わfJ〟γ〝5

esculentus（Wulf．：Fr．）Sing．」，マツカサキノコモド

キ［Shvbilurusstephanocystis（Hora）Sing．］，マツ

カサシメ　ジ［St7Vbilurus tenacellus（Pers．：Fr．）

Sing．］，ニセマツカサシメジ［Baeo40mnqyosuYa

（Fr．：Fr．）Sing．］とマツカサタケ［AuriscaOium

vu短a7VS．F．Gray）二　であり，いずれもR本にも分

布している．しかし，京都の野生の松の多くは，

マツノザイセンチュウに侵されて枯死してしまっ

ている．松がなんとか残っているのは神社仏閣や

公園で∴ド章や松葉，松毯がきれいに除かれてい

るところばかりである．結局，その年は松毯に生

えるキノコに出会えずに終わってしまった．とこ

ろが翌年の7月に四手井淑子著「キノコ物語」

（かもがわ出版，2001）という救いの神が現れた．

この本の「京都御所のキノコについて」の中にマ

ツカサキノコモドキ，二七マツカサンメジ，マツ

カサタケの3種類の発生が記されていた．景観や

見栄えを重んずる京都御苑での発生は無理であろ

うと推察したのは間違いであった．森の博物館や

人目につきにくく除草や清掃もほどほどにしか行

われていない場所には松毯腐生拝がよく発生する
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ことが分かった．しかし，御苑のキノコは観察す

ることはできても採取することができない．そこ

で，梨木神社の鳥居の側のアカマツの樹下や清和

院御門から寺町御門にかけて，寺町通沿いの松並

木の下を丹念に探したところ，前記3種類のキノ

コを見つけた．ここではキノコは踏みつけられ，

また雑草と一緒に刈り取られて放置されていたの

で「ここならよかろう」と私の判断で分離用のキ

ノコを頂戴した．また，外出するとつい松が気に

なるが，黄葉山万福寺を訪ねた折に1年間学んだ

かつての宇治分校に松があったのを思い出して調

べたところ，1月ではあったかマツカサキノコモ

ドキを見つけた．松毯腐生茸はホームページで紹

介されているが，丹念に探せば京都の他の場所に

も発生しているように思う．また，この3種類の

キノコはコスモポリタンで，世界中の温帯に分布

しているらしく，樹種もマツ属だけでなくモミ属，

ツガ属，トウヒ属などの毯果にも発生する可能性

があり，今後の調査が必要である．

この3種類の松毯腐生茸は，同じ頃に同じ場所

に発生するが，細かく見ると発生場所も発生時期

も3種類の間には微妙な違いがあるうえに，発生

量にはかなり大きな差がある．マツカサタケの子

実体は革質のために容易に崩壊せず，形を長くと

どめるために他の2種類よりも観察される期間が

長い．しかし，このキノコは地表に露出した松毯

やごく浅く埋まった松毯から発生するために乾燥

に曝されやすく，春雨や梅雨，秋雨をまって発生

することが多いようである．また，子実体形成に

低温刺激は不要と思われる．他の2種類の発生は

10月末から11月初めにかけて始まり，中下旬には

一挙に最盛期を迎えるが，年が明けても発生を続

ける．特に，マツカサキノコモドキの発生期間は

長いようである．発生数は年間を通して見てもマ

ツカサタケは極端に少なく，二七マツカシメジは

かなりよく発生するが，年次変動が大きいように

感じている．マツカサキノコモドキは，ニセマツ

カサシメジと比較しても圧倒的多く発生する．従

って，各地の観察・採集会ではマツカサキノコモ

ドキは報告されていても，二七マツカサンメジの

報告は少ない．松毯腐生茸が発生する松毯と地面

との位置関係も，マツカサタケは，前記のような

環境変動の影響を受けやすい状態の松塩から，ニ

セマツカサシメジは比較的浅く埋まった松毯か

ら，マツカサキノコモドキは比較的深く埋まった

松球から発生する．発生数と発生深度の関係から

考えると，キノコの発生にとって地中の環境は地

上よりも安定していることを意味しているように

思える．しかし，この3種類の棲み分けとも思え

る現象は，多くの生物でそうであるように絶対的

なものではなく，降雨量や土壌の乾湿，草本性植

物の生え具合，落葉や腐葉土の堆積程度で違って

くる．例えばマツカサキノコモドキとこセマツカ

サシメジは，松毯を土壌の代わりにバーミキュラ

イト，松葉の細片，柔らかい腐葉土などに埋める

と15cmもの深い位置からでも発生してくる．他

方，赤玉土の細粒に7cm程度の深さに埋め込む

と子実体は発生しにくくなり，ニセマツカサシメ

ジほ殆ど発生しない．マツカサタケさえも通気性

が良く，軟らかい培地で培養（栽培）すると深い

位置から長い柄を伸ばす．さらに成長中の柄の周

辺湿度を変えたり，傘を切除したりあるいは黒変，

固化した古い子実体を適当な温度と湿度のもとに

置くと柄が新たに発生したりと自然界では見られ

ない成長をする．これは子実体の培地の貫通しや

すさは勿論，その前に深いところでも菌糸が繁殖

し，子実体が形成されることが必要である．すな

わちキノコの見かけの発生環境は，酸素と水と培

地（土壌）硬度によって異なることを意味してい

る．なお，深くに埋まった松毯から発生した子実

体に比べて地下浅くあるいは地表に露出した松毯

表面から発生した子実体は小さい傾向がある．

これらのキノコを純粋培養すると，マツカサタ

ケは庶糖・エビオス寒天培地や鋸屑・米糠培地で

容易に子実体を形成するが，前述のように傘がで

きない．傘の形成には空中湿度が深く関係してい

るようで，飽和湿度中では傘のない柄だけが成長

する．他の2種は，これらの培地で菌糸はよく成

長するが子実体は発生しない．また，松毯そのも

のや松毯砕片で培養しても，鋸屑・米糠に松毯を

埋め込んだ培地で培養しても子実体は発生しな

い．これに対して私は種々の原因を推察している．

その一つ目は，子実体形成には松毯内部が菌糸で

満たされなければならないが，菌糸は比較的速く

松毯の表面を覆っても内部にまで浸潤するにはか

なりの日数を要すると思われることである．比較

対照に用いた野生のエノキタケほ，菌糸が速やか

に松塩や松毯砕片の表面を濃密に覆い，子実体ま

で形成するが，このエノキタケは松毯表面の菌糸

だけで子実体を形成している可能性がある．二つ

目は，松毯の含水量の変化に伴う鱗片の開閉が，

酸素の供給などを通じて菌糸の発育，ひいては子

－18　－



実体形成の要因になっている可能性も否定できな

い．三つ目は，松毯だけではなく土壌からも養分

を吸収している可能性を考慮しておく必要があ

る．四つ目は，他の微生物が産出する代謝産物を

利用したり，松毯腐生茸菌が排出する自己中毒物

質を他の微生物が除去したりする可能性である．

松毯は種子を散布した後も1年ほど樹上に留ま

り，さらに地上に落ちても土中に埋まるまでに長

い年月がかかるはずである．このように松毯は樹

上や地上で風雨に晒されるので，エノキタケの子

実体が松毯に発生しても不思議はないが，私はエ

ノキタケが自然状態で松塩に生えるような話は知

らない．

松毯腐生茸の胞子は，どのようにして松毯に取

りついて繁殖するのかは分かっていないが，土壌

表面に落下した胞子が雨水に流されて地中の松毯

に到達したり，地上で発芽して菌糸が伸びて松毯

に到達したりすると考えるよりも地上に落下した

松毯に取りつき，その松鐘が地中に埋もれると考

える方が現実的に思える．松毯に付着した胞子は，

松毯が地上にあるうちに発芽して菌糸を松毯組織

内で繁殖させながら埋もれるのか，松塩が埋もれ

てから地中で発芽するのかは分からないが，滅菌

シャーレ内の黒紙上に落下したマツカサキノコモ

ドキとこセマツカサンメジの胞子は共に100日以

上も発芽力を保有していることから推察すると相

当長期にわたって地上の松毯上で耐えることがで

きると推察される．地上に落ちた松毯は，飛来あ

るいは雨滴で跳ね上げられた微細な土壌粒子や落

下してくる葉に覆われて，徐々に地中に埋もれる

と推察される．そうすると，地上の松塩は，3種

類のキノコ，特にマツカサキノコモドキとこセマ

ツカサシメジの両方の胞子に取りつかれる可能性

はかなり高いことが推察される．現に，発生した

キノコの種類ごとに松毯を厳格に区別して別の容

器で培養しても，翌秋には1つの容器に，希には

1つの松毯に両種が発生することから，1つの松

越にかなりの高率で両種が繁殖していてその年の

環境条件がより適する万の子実体が発生すると考

えている．なお，マツカサタケの菌糸の繁殖条件

関西菌類談話会会報　No．26，2006年5月

や子実体発生条件は，この2種類とかなり異なっ

ているためか，あるいはマツカサタケの発生が少

ないので胞子が他の2種類と同じ松毯に着く可能

性が低いためか，マツカサタケと他の2種類が1

つの松也に同時に，あるいは年次を異にして発生

しているのを見たことはない．

このように雑草の仲間にさえ入れてもらえない

松毯に生えるキノコは謎だらけである．この記述

は京都御苑とその周辺や自宅でのごく限られた場

所で2001年秋以降の短い期間の観察によるもので

あり，多くの推察，さらには想像が含まれている

ので間違いがあるかも知れない．いわば，今後の

研究のためのメモ書き，強いて言えば仮説であり，

これを一つずつ確認しているところである．とこ

ろが，このキノコの研究をしていると「マツタケ

の研究ではないのですか」と怪訝な顔をされるこ

とがままある．昔は，キノコの研究などというも

のは浮世ばなれの最たるものであった．近年，マ

ツカサシメジからstrobilurinAおよびBという抗

菌物質が発見され，その誘導体azoxystrobinが農

業用殺菌剤として開発されたが，マックケやトリ

ュフ類といえども，それらの価値は人間が勝手に

決めているのであって自然界での“ありよう”と

はまったく無関係である．私は松毯に生えるこれ

らのキノコを通じて自然界を垣間見ることを楽し

みながら遅々として進まない研究に取り組んでい

る．

編集委員会から「松毯に生えるキノコについて」

の原稿を求められ，敢えて拙文を寄稿させていた

だきましたが，会員諸兄姉のご示唆やご助言を賜

りますと幸甚です．

追記：マツカサキノコモドキの寒天培養菌糸を

2003年12月下旬に高圧滅菌したアカマツの松毯に

接種して純粋培養を続けたところ，2005年11月初

旬に松毯そのものからではなく，水分保持のため

に瓶底に置いた松毯の砕片から子実体の発生をみ

た．

（連絡先：京都市左京区修学院宮ノ脇町20－5）
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「大阪自然史フェスティバル2004」参加雑記

上　田　俊　穂

全会員に「ちらし」でお知らせしましたように，

2004年の大阪自然史フェスティバルは3月20，21

日，大阪市の長居公園にある大阪市立自然史博物

館で77川体が参加して開催されました．これは関

西菌類談話会の行事ではありませんが，関西の自

然研究用体が多く集まる「自己紹介」の展示会な

ので，昨年にひきつづき参加しました．概要は次

の通りです．

3月19口（金）に池田暗美・小寺祐三・上田俊

穂の3名で展示品の飾りつけをしましたが，大き

なショーウィンドウとテーブル，ついたてなどを

貸与され，昨年よりも展示のスペースがずっと広

くて，余るかもしれないと思っていたパネルや写

真，標本類すべてが，決められたスペースにちょ

うど収まりました（図1）．きのこの生態写真パ

ネル16枚は植物園からきのこ展のものを借り，そ

れに「関西菌類談話会の紹介」と「きのことは」

を図解した大型パネル，さらに小寺氏作成のきの

こ類の胞子などの顕微鏡写真パネル10枚，池冊氏

作成の美しいきのこ乾燥標本20点あまり（図2），

トガリアミガサタグの生標本，伊沢車名氏の冬虫

夏草の絵葉書，昨年のきのこ展ポスターなどを展

示しました．展示作業についてはきのこ展で慣れ

ているので簡単でした．できばえは「ミニきのこ

展」という感じでした．

20日は梶山昭子・池田・小寺・上江1の4名，21

Rは岩瀬剛二・池「¶・熊田俊夫・小寺・日日の5

名が「店番」をしました．池田氏が京都御苑で採

取された生のトガリアミガサタケは，多くの入場

者の臼には異形だったらしく人口をひきました．

その上，博物館からは高性能の顕微鏡も貸与され

たので，希望者にトガリアミガサタケの子嚢や子

図1　人阪自然史フェス2（）（）4　E会場の閃丙菌類談話会ブースの様子（撮影：2点とも丸山健一郎）
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図2　池田氏作成の美しいきのこ乾燥標本

嚢胞子を観察してもらうことができました．

きのこ展の来場者と違うところは，きのこにほ

とんど興味を持っていない人たちも多く，そうい

う客足をもっとキャッチするための展示方法や内

容に一層の「夫が必要ではないかと思いました．

21日は午後4時半ころから撤収を開始し，パネ

ルや標本などはその日のうちに小寺氏に京都まで

自動車ですべて持ち帰っていただきました．自動

車に乗りなれていない時代遅れの私は，その利便

さにつくづく感心しました．昨年はパネル類を木

枠で梱包したところ，人きすぎで宅配便では送れ

ず貨物として輸送するため博物館のおせわになり

ましたが，今年は博物館の万々の手を煩わせるこ

とを避けました．

関西菌類談話会会報　No．26，2006年5月

空き時間中に他の団体のブースを見て回ります

と，展示の実践にとても参考になります．全部を

ゆっくり見ることはできませんでしたが，どの団

体も精一杯工夫してPRに努めていました．その

中には談話会でもまねることができる出し物もあ

れは　とてもまねできないものもありました．例

えば筋向いの「奈良植物研究会」は花のパネルを

30枚ほど用意しその名前を当てるパズルをしてい

ました．花の名前は列挙してあるものから選びま

す．きのこ展でもやれそうだと思いました．右と

なりの「大阪変形菌おっかけ隊」は女‾性一人ヲの

会で，何もかも独りでやりこなす研究会です．変

形菌のたくさんの標本展示だけでなく，ギターで

伴奏しつつ自作の「おっかけ隊の歌」を隼で披露

されていました．これは談話会では，（多分）な

かなか真似ができそうにありません．

会員の中には関西菌類談話会以外の研究会にも

所属されている方々が多く居られます．そういう

方々と会場でばったりお会いすることもできまし

た．もちろん談話会のブースを見るために会員の

方々も来てくださいました．その節は差し入れ有

難うございました．まだ来られていないお力は，

次の機会にぜひご覧ください．なお，手ぶらで結

構です．関西菌類談話会より面白い研究団体が見

つかるかもしれないことを，ちょっと恐れていま

すが…

（連絡先：京都府長岡京市西の京14－2）

あるアマチュアの悩み

多分多くの口本のアマチュア研究家にとって，

きのこ標本の保管は頭痛の種ではなかろうか．

「日本の」と断ったのは，海外のアマチュア研究

家のことはまだ調べておらず，知らないからであ

る．私の場令，家屋が狭く，標本を好ましい条件

Fで保存する十分なスペースがなく，家族からは

臭いだの，気色が悪いだのと嫌がられるという悪

条件が重なる．そして，その不運な標本の中のい

くつかを，コナチャタテやタバコンバンムシなど

の昆虫に完膚なきまで食い尺くされたり，時には

21

上　田　俊　穂

みごとなカどの標本かと思うほどにやられたりと

いう不名誉な経験を数多く経てきている．写真1

は硬い菌糸だけを残してタバコンバンムシに食い

尽くされたマンネンタケである．これはマンネン

タケを500C程度の温風で卜分乾燥したあと，空

き缶に入れておいたものである．虫卵が生きてい

たのか，ふたのすきまから成虫が侵入したのか判

らないが，ふたを開けてびっくり，まさにlマン

ネンタケの骨格標本」である．コナチャタテは何

十年も前から見かけているが，タバコンバンムシ
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図1　マンネンタケの「骨格」

は約10年前から我家に現れるようになった．私の

部屋では見かけなくなったが，数口前台所のホッ

トケーキミ　ックスの粉の中から数匹が見つかっ

た．保管状態が悪かったからである．確かに関西

地方の高温多湿な気候は，「むし」や「かび」繁

殖に都合がよいようだ．

かつて私は，乾燥標本は紙を折りたたんだ標本

袋に入れ，それを大きなポリ袋に防虫剤とともに，

袋の口をしっかりひもでくくってさらにそれをダ

ンボールに入れてから，押し入れなどに保管した．

それが一杯になると衣料用のたんすも利用した

が，密閉度が悪くゴキブリの住み処になったので

やめた．防虫剤は，きのこと付き合い始めたころ

はパラフォルムアルデヒドを使ったが，目が痛く

なったり息苦しくなったりしたので危険を感じて

ILめた．今思えばこわい薬品を使っていたのであ

る．その後はナフタリンやパラジグロルベンゼン

を使った．しかしある時，パラジクロルベンゼン

には発がん性があるらしいとの新聞記事を読み，

ナフタリン一本やりにした．

昔のことであるが，私はしばしば大阪市立自然

史博物館にお邪魔して色々と教えていただいた

が，そこの標本庫はナフタリンの臭いで満ちてい

たし，その標本庫内には机があり，そこで仕事を

されている学芸員の方々を見た．聞くと，ナフタ

リンは殺虫力はないが，防虫剤としては安価で安

全なのだろうとのことであった．私自身のきのこ

標本の多くは，自宅が狭いので職場の隅に置かせ

てもらっていたが，いくらかは自分の部屋にも缶

に入れて保管している．過去の苦い経験から十分

乾燥させ，防虫のためにナフタリンをどっさり入

れていた．

さて，少し前のことである．2001年1月26日の

朝日新聞（夕刊）を読んで驚いた．「ナフタリン
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ネズミに発がん性　米毒性実験」という見出しが

日に入ったからである．その全文を紹介する（下

の枠内）．

こういうことを知ったからには何とかしなくて

ほならないのだが，わが家には他に置き場かない

のである．かつて，私はきのこ標本をプレハブの

物置に保管して，ほとんどすべてを「かび」と

「むし」（コナチャタテ）とでごみにしたことが

あった．その後，家の改築時には「標本庫」どこ

ろではなく，物置をおくスペースもなくなった．

カビほシリカゲルで何とか防げるように思うが，

問題はコナチャタテである．彼等は多分今も机上

や床の上を我家のつもりで（？）用あり気に歩い

ているのだ！

防虫のためにナフタリンが使用できないなら樟

脳にするか．しかし，樟脳には発がん性や催奇形

性はないのだろうか？　値段も高い．臭わない防

虫剤と言うのもあるらしいが，臭わないから有害

ではないとはいえない．結局，今のところ温風器

で十分乾燥させ，すぐに二重に防湿袋に入れ，密

閉容器に入れるだけでナフタリンは使用しないこ

とにした．また，標本はなるべく少量にしてかさ

ばらないようにした．それでも増え続けるので，

これからはできるだけ博物館などに（迷惑でなけ

れば）寄贈しようと思っている．

米国立環境健康科学研究所は25口，ナフタリンが

ネズミの実験で発がん性を示したと発表した．米環

境保護局などは，人へのリスクを考えて規制が必要

かどうか検討に入った．

この実験は2年間にわたり，約400匹のネズミを

使って，1日約6時間ずつ3種類の濃度のナフタリ

ンガスを吸わせた場合と，すわせなかった場合を比

べた．ガスを吸った約30n匹のうち，lnppmで2匹，

30ppmで7匹，6Oppmでは15匹に鼻の癌が発生．

吸わなかったグループには発生しなかった．

ナフタリンはさまざまな化学製品の製造過程や，

虫よげなどに使われている．ナフタリンを頗うドイ

ツの化′羊＿L場で働く人たちに冒がんや鼻腔がん，こ

うとうがん，大腸がんなどが多発したとの報告があ

り，米政府が大規模動物実験の対象にしていた．

◇ナフタリン精製晶の国内牛産品は1999年で約6400

トン．エステr化学（本社・東京）によると，家庭

用防虫剤に占めるナフタリンの割合は3，4％．

「発がん件は問題ないと考えていた，初耳だ．実験†

な主竺塁華的な内容を調べたい」と車上三上空二　」



話変るが，ナフタリン下で保管したきのこ標本

からDNAを取り出して系統分類などの研究しよ

うとすると，うまくいかないらしい．DNAの研

究用には，純エタノールに浸して保管するのか良

いという事を知った．私は組織などを見るために，

フィルムケースを使って約70％メタノールの液浸

標本を多少残している．色が抜けたり，かさばっ

たりするが，乾燥標本ほど気をつかわなくてもよ

し、．

こういうわけで我が家にはナフタリンを入れた

標本，ナフタリンを入れてない標本，液浸標本の

3種類の標本がある．きのこの標本の保管はコケ

に比べると，まことに気が滅入るほど面倒なもの

である．

ところで，インターネットでナフタリンの健康

に対する影響を調べてみると次のようなことが出

ていた．（『』内）

『ナフタリンはナフタレンの別名で，化学式は

Cl。H8の白色固附　常温で固体から気体になる性

質（昇華）かつよい．健康に対する有害な影響と

しては，

・溶血作用及びメトヘモグロビン生成を起こす血

液毒である．
・誤飲すると，下痢，悪心，嘔吐，発熱等の症状

を皇し，溶血性貧血，肝臓や腎臓，肺臓への影響

が見られる．

・局所刺激作用があり，皮膚炎を起こす．

環境への影響
・水中生物への毒性がある．

・物理化学的性状から大気　水及び底質圏に広く

分布するものと予想される．
・水中では微生物によって分解されにくく，半減

期は3～1，700日と広範囲であり残留が予想され

るが，生物への蓄積性は低い．

変異原性・遺伝毒性については，invitroで染

色体異常試験および姉妹染色分体交換試験で陽性
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であり，また発がん性実験ではマウスにおいて肺

の細気管支／肺胞上皮腺瞳の有意な増加が報告さ

れている．しかし，ヒトでは暴露とがんとの関連

性については評価できるデータがなく，ACGIH

（米国産業衛生専門家会議）とEPA（米国環境

保護庁）で発がん性について分類できないとされ

ている．』

最近肺がんの治療をしたあるアマチュアのきの

こ愛好家は，タバコも吸わないのに自分がこんな

病気になってしまったことを悔やんでいたが，そ

の原囚を考えると，「いま思えば…」と思いつく

ことは多々あるという．つまり自宅の部屋はいつ

もナフタリンのにおいがする．タバコはすわない

が，蚊取り線香は山でも家庭でも愛用した．もち

ろん煙を吸うのか目的ではない．お酒も飲む．ナ

フタリンだけでなく，過去にはいろいろな有害化

学物質のガスも吸い込んでいるし，かつては微量

のアスベストも吸い込んだはずである．勤務地は

ほこりっほい市街地であった．そして，昨年は疲

労気味だったので免疫力が弱っていたのかもしれ

ない．というように原田は特定はできるはずもな

いが，10年以上も狭い部屋でナフタリンなどの蒸

気と同店していたことが主原因かもしれないと言

う気もするという．そして，新聞記事を読んです

ぐにナフタリンを排除すればよかったのだろうか

と，侶梶（じくじ）たる思いをしているそうであ

る．

ナフタリンで防虫したたくさんの昆虫標本箱を

自宅に保管しておられる愛好家の方も多いはずで

ある．驚かすわけでは毛頭ないが，いま，ナフタ

レンのにおいのする条件下で過ごしておられるお

万は，充分な換気をされ肺がん検診を受けられた

万がいいのかもしれない．「かもしれない」こと

の羅列で恐縮であるが…

（連絡先：京都府長岡京市西の京14－2）

会報発行の遅れについてのご報告とお詫び

2004年末に関西菌類談話会会報25号を発行した後，会報の発行が非常に遅れ，会員の皆様方にはご迷惑をお

かけしておりました．とくにすでに原稿をいただいている方々には，たいへん失礼の段，まことに申し訳ござ

いませんでした．お詫び申ししげます．一部の原稿の校正において，古い文献に当たらなければならないこと

など作業が難航していることですが，校正作業の遅れている原稿を今後の号に送ることにし，今回26号を発行
いたしました．これまで頂いた原稿は，ほぼ受付順に掲載してまいりましたが，どうかお許しのほどをお願い

申し上げます．
また，次号以降の原稿がなかなか集まっておりません．会員の皆様の投稿をお持ちしております．

関西菌類談話会　会報編集委員長　丸山健一一郎
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会報記事投稿のご案内
～皆様の投稿をお待ちしております～

◇原則として，投稿資格は本会会員に限ります（編集
委員会から依頼する場合は例外とします）．

◇キノコやカビに関する記事，図，写真やイラスト，

本誌に関するご意見などをお寄せください．
◇原稿の量は問いませんが，1600、2000字を目処にま

とめていただくと幸いです．もちろん，これより多

くても少なくてもかまいません．

◇図やイラストは黒インクで，刷りl二がりの1．5倍程度
の大きさでお描きください．カラーでの印刷はでき

ませんので，白黒でも見やすい原稿の作成をお願い
します．

◇写真の掲載を希望される場合は，あらかじめ編集委
員会までおたずねください．（写真製版料をご負担い
ただく場合があります）

◇原稿は下記の送付先にお送りください．別紙に著者
名，連絡先（住所・電話番号・FAX番一号・電子メ←
ルアドレス）を書いて添付ください．ワ←プロなど

をお使いの場合は，フロッピrディスクなどにテキ

スト形式のファイルで保存されたものを添付いただ

くようお願いいたします．また，電子メールを利用

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■t t■■■■■■■■■●■■■■■■■■■■■■

できる場合は，電子メールでの投稿も歓迎いたしま

す．

◇原稿の採否，掲載の順序，レイアウト等は，編集委
員会の決定にお委せください．

◇編集委員会は，著者の原稿中の′揮J，表，図，写穴
などのスタイルの統一や変更を求めることがありま

す．文章の用法上，あるいは，文法上の誤り，その

他の修正は編集委員会にお委せください．
◇原稿には表題，著者名，本文のほかに必要な場合は

引用文献（あるいは参考文献）をあげてください．
◇著者校正は，初稿だけとし，原稿11三本とと机こ返送

ください．

◇掲載された原稿はお返ししませんか，L礼　写真に限
り普者校正の際にお返しします，
＜原稿送付先＞
関西菌類談話会　会報編集委員会
丸両健一郎
〒639－23（）6奈良県御所市三室360－5　ベルンユル102

TEL：090－27（）1－3569

E－mail‥k－mal＠・minos．ocn．ne．jp

編集委員：丸両健一郎，小林久泰，佐々木久雄，上田俊軋
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表紙によせて　　　　　　　　　　　　　　タイHのオオンロアリタケ

タイ国チェンマイの森の中で，ンロアリが栽培する乃γ加わ叩Ceg属のきのこ　〈オオンロアリタケ〉を初めて

観た日2001年9月6～10日）　発生地点を発掘してみると，地上に向かって伸び上がりつつある，いくつもの

√一実体の姿が見え，更に掘り進むとその下には，綺麗な1′1色の7－′ナンガルガーデン（菌床）が現れた！まるで

蜂の巣のような蓮の花の果床にそっくりだ．少し発鋸の手を休め，全様を眺めていると4～5mmほどの茶褐
色の小さなンロアリが，掘り進んだ穴の奥の隙間からゾロゾロと這い出て来た，ワーカ←と呼ばれる働きアリ

だ．手を出せばサッと一剤こ引っ込み，今度は体長10mm強の顎の大きい，ソルジャrと呼ばれる赤褐色のン
ロアリが頭を震わせて侵略者を威嚇する．そろりと手を出した瞬間，親指の先端を噛まれた，痛い！引き離す

と鮮血が滴り落ちた．撮影した立派なくオオンロアリタケ茅　と僕の親指を勇敢に攻撃したくンLJアリ机はタイ

因カセサート大学の研究室で壬二派な標本として勇姿を留めている事だろう．

今回のタイ菌類観察会のチャンスをり▲・えて下さった，広島きのこ同好会の梓様，幹事として手配・段取り頂
いた広島大学の森永　力教授，ご指導下さったLLJL」大学の西沢義姉教授，現地で合流しお世話になった人分の

村上康明様，特にお誘い頂いた山手ノ撒け様，他の皆々様，楽しい想い出をありがとうございました！
2（）02年12月14日　佐野　修治

編集後記

まず，会報の発行が大変遅れましたことお詫び申します．花粉症で寝不足気味のこのごろですが，最近久し
ぶりに漫画を買いました．「もやしもん」という変なタイトルの漫画です．署者である石川雅之氏が20（）5年12月
の日本菌学会関東友部のシンポジウムで講演されたという話は聞いていましたが，作品は知りませんでした．

知人らも面白いよと言うので，購入しました．肉眼で菌が見えるという主人公を中心に展開される架空の農業

大学でのお話で，血白いです．酵母もカども冬虫夏草もかわいいキャラクターで登場します．石川氏は大阪出

身らしいので，話を聞いてみたいなとも思いました．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（丸山健一一郎）
」．二ノ）Y‾ノニ＿二二二二二二二一‘、」し川」、V　仇〕‘」●　　＿－　－＿＿－　－－＿一　二二二　㍉ユニー」
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